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第 3章 無線設備の技術的条件 
3.1   概要 

本章では、HiSWANaの無線伝送区間における設備の技術的条件について、関連法令を満足する

ための規定を記述する。その他の規定については、第 4章から第 7章に記述する。 

3.2   一般条件 

(1) 通信方式 (設備・第 49条) 

 単向通信方式、単信方式、半複信方式又は複信方式であること。 

(2) 通信の内容 (設備・第 49条) 

 通信の内容は、デジタル化された主としてデータ信号の伝送を行うものであること。 

(3) 使用周波数 (施行・第 6条) 

 (告示・平成 14年第 538号) 

 使用する周波数は、次のとおりとすること。ただし、使用周波数は、他の無線設備から送受

信を制御されている場合、その無線設備の電波を受信することによって、自動的に選択され

ること。 

ア 4,900-5,000MHzの場合 

4,920MHz、4,940MHz、4,960MHz及び 4,980MHz。 

イ 5,030-5,091MHzの場合 

5,040MHz、5,060MHz及び 5,080MHz。(西暦 2007年 11月 30日まで使用可能) 

ウ 5,150-5,350MHzの場合 

(ア) 平成 17年 5月 16日以降適用される使用周波数 

使用する周波数は、5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz、5,240MHz、5,260MHz、

5,280MHz、5,300MHz 及び 5,320MHz とする。航空機内において使用する場合、

5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz及び 5,240MHzに限る。 

但し、経過措置がある。（施行規則・附則（平成 17年 5月 16日総務省第 92号）及

び設備規則・附則（平成 17年 5月 16日総務省第 93号）） 

 
(イ) 平成 17年 5月 15日以前の電波法施行規則に基づく使用周波数 

5,170MHz、5,190MHz、5,210MHz及び 5,230MHz（屋内において使用するものに

限る）とする。 
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(4) 使用環境条件 (施行・第 6条) 

  3.2(3)ウに記載の周波数を使用するものの使用環境条件は、屋内または航空機内とするこ

と。また、3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用するものの使用環境条件は、特に定めない。 
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3.3   送信装置 

(1) 変調方式 (設備・第 49条) 

ア 直交周波数分割多重方式であること。直交周波数分割多重方式は、1MHzの帯域幅当たり

のキャリア数が 1以上であること。 

(2) 空中線電力 (設備・第 49条) 

ア 3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用するものの空中線電力は、以下のいずれかであるこ

と。 

a) 3.3(1)アに記載の変調方式を使用する無線設備の空中線電力は 250mW以下とし、かつ

1MHzの帯域幅における空中線電力は 50mW以下であること。 

b) 3.3(1)アに記載の変調方式を使用する無線設備であって、かつ他の無線設備から送受信

を制御されているものの空中線電力は、1MHzの帯域幅における平均電力が 10mW以

下であること。 

イ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用するものの空中線電力は、次のとおりであること。 

3.3(1)アに記載の変調方式を使用するものの空中線電力は、1MHz の帯域幅におけ

る平均電力が 10mW以下であること。 

 (3) 空中線電力の許容偏差 (設備・第 14条) 

 空中線電力の許容偏差 (指定又は定格空中線電力からの許容することができる最大の偏差) 

は、上限 20％、下限 80％であること。 

(4) 周波数の許容偏差 (設備・第 5条、別表第 1号) 

 ±20×10-6以内であること。 
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(5) 等価等方輻射電力 (設備・第 49条) 

3.2(3)ウに記載の周波数を使用するものの 1MHzの帯域幅において次のとおりであること。 

ア  5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz又は 5,240MHzの周波数の電波を使用する場合、 

10mW以下。 

イ  5,260MHz、5,280MHz、5,300MHz又は 5,320MHzの周波数の電波を使用す 

る場合 

(ア) 一の通信系における平均の空中線電力を 3dB以上低下させる TPC機能を具 

備する場合、10mW以下。 

(イ) (ア)以外の場合、5mW以下。 

(6) 伝送速度 (設備・第 49条) 

 (告示・平成 17年第 1229号) 

ア 4,920MHz、4,940MHz及び 5,040MHzの周波数を使用する場合 

 信号の伝送速度は、5Mbit/s以上であること。ただし、無線設備は、10Mbit/s以上の速度

で信号を伝送できるものでなければならない。 
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イ 前ア項を除く 3.2(3)に記載の周波数を使用する場合 

信号の伝送速度は、10Mbit/s 以上であること。ただし、無線設備は、20Mbit/s 以上の速

度で信号を伝送できるものでなければならない。 

(7) 送信バースト長 (設備・第 49条) 

送信バースト長は、4ms以下であること。 

(8) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値  

   ア 平成 17年 12月 1日以降適用される不要発射の強度の許容値 

（設備・別表第 3号 27） 

 （設備・別表第 3号 32） 

(告示・平成 17年第 1229号)  

(ア) 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合 
周波数 １MHz の帯域幅における等価

等方輻射電力 
ｆ＜4,870MHz 2.0μW以下 
4,870MHz ≦ f ＜ 4,880MHz 及 び
5,020MHz＜f≦5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz＜f≦5,342MHz 0.2μW以下 
5,342MHz＜f 1.0μW以下 

 

(イ) 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合 
周波数 １MHz の帯域幅における等価

等方輻射電力 
ｆ＜4,990MHz 2.0μW以下 
4,990MHz ≦ f ＜ 5,000MHz 及 び
5,120MHz＜f≦5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz＜f≦5,342MHz 0.2μW以下 
5,342MHz＜f 1.0μW以下 

 

(ウ) 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

     変調時における給電線に供給される周波数ごとの許容値は、次のとおりとする。 
周波数帯 不要発射の強度の許容値 

5,140MHz 未満及び 5,360MHz を超
えるもの 

任意の１MHz の帯域幅におけ
る平均電力が 2.5μW以下 

ただし、経過措置がある。（設備規則（平成 17年 5月 16日総務省令第 93号）附則、及び

設備規則（平成 17年 8月 9日総務省令第 119号）附則による。）
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イ 平成 17年 5月 16日以降平成 17年 1１月 30日以前の無線設備規則に基づくスプリアス

の許容値 

(ア) 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合  (告示・平成 14年第 539号) 
周波数 １MHz の帯域幅における等価

等方輻射電力 
ｆ＜4,870MHz 2.0μW以下 
4,870MHz ≦ f ＜ 4,880MHz 及 び
5,020MHz＜f≦5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz＜f≦5,342MHz 0.2μW以下 
5,342MHz＜f 1.0μW以下 

(イ) 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合  (告示・平成 14年第 539号) 
周波数 １MHz の帯域幅における等価

等方輻射電力 
ｆ＜4,990MHz 2.0μW以下 
4,990MHz ≦ f ＜ 5,000MHz 及 び
5,120MHz＜f≦5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz＜f≦5,342MHz 0.2μW以下 
5,342MHz＜f 1.0μW以下 

 

(ウ) 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

 給電線に供給される周波数ごとのスプリアス発射の強度の許容値は、1MHzの帯域幅

における平均電力が、5,140MHz未満又は 5,360MHzを超える周波数帯において、2.5

μW以下であること。 

ただし、経過措置がある。（設備規則（平成 17年 5月 16日総務省令第 93号）附則に

よる。） 

 
ウ 平成 17年 5月 15日以前の設備規則に基づくスプリアス発射の強度の許容値 

 

(8) スプリアス発射の強度 

(設備・第 7条)  

(告示・平成 14年第 539号)  

ア 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合、1MHzの帯域幅における等価等方 

輻射電力は、次のとおりとすること。 

a) f＜4,870MHz                      2.0μW以下 
‐8 - 
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b) 4,870MHz≦f＜4,880MHz 及び 5,020MHz＜f≦5,270MHz  2.5μW以下 

c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz                0.2μW以下 

d) 5,342MHz＜f                      1.0μW以下 

イ 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合、1MHz の帯域幅における等価等方輻射電

力は、次のとおりとすること。 

a) f＜4,990MHz                       2.0μW以下 

b) 4,990MHz≦f＜5,000MHz 及び 5,120MHz＜f≦5,270MHz 2.5μW以下 

c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz               0.2μW以下 

d) 5,342MHz＜f                       1.0μW以下 

ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合、給電線に供給される周波数ごとのスプリ

アス発射の平均電力は、次のとおりとすること。 

a) 5,270MHz＜f≦5,342MHz                 0.2μW以下 

b) 5,130MHz＞f 及び 5,342MHz＜f           2.5μW以下 

 (ARIB STD-T70 3.0版) 
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 (9) 隣接チャネル漏洩電力 (設備・第 49条) 

ア 3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用する場合 

搬送波の周波数から 20MHz 及び 40MHz離れた周波数の±9MHzの帯域幅に輻射される

空中線端子における電力の平均値が、それぞれ 0.5mW以下及び 16μW以下であること。 

イ  3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

搬送波の周波数から 20MHz 及び 40MHz離れた周波数の±9MHzの帯域内に輻射される

平均電力が、搬送波のものよりそれぞれ 25dB及び 40dB以上低い値であること。 

(10) 帯域外輻射電力                       （設備・第 49条の 20） 

 （省令・第 93号附則） 

               （省令・第 84号） 

等価等方輻射電力は、次のとおりとすること。 

ア 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合 

a) 4,880MHz≦f＜4,900MHz 及び 5,000MHz＜f≦5,020MHz 15.0μW/MHz以下 

b) 4,840MHz±10MHz 及び 4,860MHz±10MHz 2.0μW以下あるいは 

 0.2μW以下 

ただし、3.3(2)ア-b)に記載の空中線電力を使用する場合 0.2μW以下 

イ 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合 

a) 5,000MHz≦f＜5,020MHz            30.0μW/MHZ以下 

b) 5,020MHz≦f＜5,030MHz              1mW/MHZ以下 

c) 5,091MHz＜f≦5,100MHz             0.5mW/MHZ以下 

d) 5,100MHz＜f≦5,120MHz            15.0μW/MHZ以下 

e) 4,960MHz±10MHz 及び 4,980MHz±10MHz           2.0μW以下あるいは 

                                                0.2μW以下 

   ただし、3.3(2)ア-b)に記載の空中線電力を使用する場合 0.2μW以下 

ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

ａ) 5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz又は 5,240MHzの周波数の電波を使用する場合 

①5,140MHz以上 5,142MHz以下                    2.5μW/MHZ以下 

②5,142MHzを超え 5,150MHz以下                 15μW/MHZ以下 

③5,250MHz以上 5,251MHz未満                 101-(f-9)mW/MHZ以下 

④5,251MHz以上 5,260MHz未満            10-1-(8/90)(f-11) mW/MHZ以下 

⑤5,260MHz以上 5,266.7MHz未満          10-1.8-(6/50)(f-20) mW/MHZ以下 

⑥5,266.7MHz以上 5,360MHz以下                   2.5μW/MHZ以下 

ｆは 5,240MHzからの差の周波数の絶対値で単位はMHzとする。 

b) 5,260MHz、5,280MHz、5,300MHz又は 5,320MHzの周波数の電波を使用する場合 

①5,140MHz以上 5,233.3MHz以下                   2.5μW/MHZ以下
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②5,233.3MHz以上 5,240MHz未満           10-1.8-(6/50)(f-20) mW/MHZ以下 

③5,240MHz以上 5,249MHz未満              10-1-(8/90)(f-11)mW/MHZ以下 

④5,249MHz以上 5,250MHz未満                101-（f-9） mW/MHZ以下 

⑤5,350MHz以上 5,360MHz以下                       2.5μW/MHZ以下 

ｆは 5,260MHzからの差の周波数の絶対値で単位はMHzとする。 

c) 平成 17 年 5 月 16 日から平成 20 年 5 月 31 日までにされた求めにより技術基準適合証

明を受けた特定無線設備又は、認証を受けた工事設計に基づく特定無線設備であって、

5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz 若しくは 5,240MHz の周波数の電波を使用する

もの又は、航空機内において 5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz若しくは 5,240MHz

の周波数の電波を使用する小電力データ通信システムの無線局の無線設備で、5,170

ＭＨz、5,190MHz、5,210MHz又は 5,230MHzの周波数の電波を使用する場合 

①5,130MHz以上 5,142MHz以下                 2.5μW/MHZ以下 

②5,142MHzを超え 5,150MHz以下                     15μW/MHZ以下 

③5,250MHz以上 5,256.7MHz未満            10-1.8-(6/50)(f-20)mW/MHZ以下 

④5,256.7MHz以上 5,270MHz以下                     2.5μW/MHZ以下 

ｆは 5,230MHzからの差の周波数の絶対値で単位はMHzとする。 

 

(11) 占有周波数帯幅の許容値 (設備・第 6条、別表第 2号) 

3.3(1)アに記載の変調方式を使用するものの占有周波数帯幅は、18MHz以下であること。 
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(3) 使用する電波の周波数が空き状態にあるとの判定方法 (端末・第 9条) 

 (告示・平成 6年第 424号) 

 (告示・平成 12年第 158号) 

 (告示・平成 14年第 541号) 

ア 3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用する場合 

無線設備は、送信を行おうとする電波において通信の相手方以外の無線局が発射する電波

の電界強度 Eが次式で求めた値を超える場合には、その送信を行わないものであること。 

E = 100×√(1/G)×√(0.16/(Pt×20/n))    (mV/m) 

Gは空中線利得の真値、Ptは空中線電力 (W) とする。Nは、n=20とする。 

イ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

通信の相手方以外の無線局の無線設備から発射された電波を受信し、受信空中線の最大利

得方向における電界強度が 100mV/mを超える場合に当該無線局の無線設備が発射する周

波数の電波と同一の周波数の電波の発射を行わないものであること。 

ウ その他 

その無線設備は、使用する電波の周波数が空き状態であるとの判定を行った後、送信を開

始するものであること。ただし、他の無線設備から送受信を制御されている場合及び送信

を行った無線設備が当該判定後 4ms以内に送信を再開する場合は、当該判定を省略するこ

とができる。 

3.7   空中線 

(1) 3.3(2)ア-a)に記載の空中線電力を使用する場合 (設備・第 49条) 

ア 空中線の利得 

 絶対利得は 13dBであること。ただし、等価等方輻射電力が絶対利得 13dBの送信空中線

に 250mWの空中線電力を加えたときの値以下となるときは、その低下分を送信空中線電

力の利得で補うことができる。 

イ 空中線の指向性 

 送信空中線の水平面の主輻射の角度の幅は、次の式により求められる値を超えないこと。 

360/ (A/4) 度 
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イ 使用される無線設備は、一の筐体に収められており、かつ、容易に開けることができない

こと。ただし、前ア項のほか次の条件を満たすものは、一の筐体に収めることを要しない。 

a) 識別装置は容易に取り外しできないこと。 

ウ 一の筐体に収めることを要しない無線設備の装置は、次のとおりとする。 

a) 電源装置、送話器及び受話器 

b) 受信専用空中線 

c) 作器、表示器、音量調整器その他これに準ずるもの 

エ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する無線設備の装置は、次のとおりとする。 

a) 筐体の見やすい箇所に、当該無線設備の送信は屋内においてのみ可能である旨が表示

されていること。 

(2) キャリアセンス (告示・平成 17年第 580号) 

 (告示・平成 14年第 539号) 

ア 3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用する場合 

無線設備は、送信を行おうとする電波において通信の相手方以外の無線局が発射する電波

の電界強度 Eが次式で求めた値を超える場合には、その送信を行わないものであること。 

E = 100×√(1/G)×√(0.16/(Pt×20/n))    (mV/m) 

Gは空中線利得の真値、Ptは空中線電力 (W) とする。Nは、n=20とする。 

イ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

(ア) 5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz、5,240MHz、5,260MHz、5,280MHz、5,300MHz

若しくは 5,320MHz を使用する場合、又は航空機内において 5,180MHz、5,200MHz、

5,220MHz若しくは 5,240MHzを使用する場合 

A キャリアセンスは、通信の相手方以外の無線局の無線設備から発射された電波を受信

し、受信空中線の最大利得方向における電界強度が 100mV/mを超える場合に当該無

線局の無線設備が発射する周波数の電波と同一の周波数の電波の発射を行わないも

のであること。 

- 18 -
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Ｂ 無線設備は、キャリアセンスを行った後、送信を開始するものであること。ただし、

他の無線設備から送受信を制御されている場合及び送信を行った無線設備がキャリア

センス後 4ms以内に送信を再開する場合は、キャリアセンスを省略することができる。 

(イ) 5,260ＭＨz、5,280MHz、5,300MHz又は 5,320MHzの周波数の電波を使用するもの

の無線設備は、次に掲げる条件に適合すること。  

Ａ 親局（他の無線局から制御を受けることなく送信を行い、通信系が使用するチャネ

ルを設定すものであって、当該通信系内の他の無線局を制御する無線局をいう。以

下同じ。）に制御される無線局（以下「子局」という。）の無線設備は、親局から

の制御によって自動的に送信する周波数を選択し、送信を行い、送信を停止する機

能を備えること。 

Ｂ 親局の無線設備は、次のとおりとする。 

a) 無線設備は、送信しようとしているチャネルの占有周波数帯幅内におけるレーダ 

―が送信する電波の有無について 60秒間の確認（以下「利用可能チャネル確認」と

いう。）を行い、確実に当該電波を検出すること。 

b）送信パケットの大きさが変動するＩＰパケット伝送に基づく送信を行なっている限

りにおいて、無線設備は、次に定める通信の間、送信しているチャネルの占有周波

数帯幅内におけるレーダーが送信する電波の有無について、連続的に確認(以下「運

用中チャネル監視」という。)を行い、当該電波を 60％以上の確率で検出すること。 

c) 親局から子局に対して、誤り訂正及び制御信号を含めない信号伝送速度で、無線 

設備の最大信号伝送速度の 50％の伝送を行うこと。 

d)  a)及び b)に掲げるレーダーが送信する電波は、次に掲げる条件のとおりであるこ

と。 

(ⅰ) パルス幅、繰り返し周波数及び連続するパルスの数の組合せは、次の表のとお

りであること。 

パルス幅(μsec) 繰返し周波数(㎐) 連続するパルスの数 
1.0 700 18 
2.5 260 18 
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(ⅱ) 電力は、絶対利得 0dB の空中線で受信する１μs 当たりの平均電力において、

次に掲げる条件のとおりであること。 

・ 無線設備の最大等価等方輻射電力が 0.2W未満の場合、-62dBm以上 

・ 無線設備の最大等価等方輻射電力が 0.2W以上の場合、-64dBm以上 

(e) 無線設備は、運用を開始していない場合又は連続的に運用中チャネル監視を行ってい

ない場合には、利用可能チャネル確認を完了することなく、いずれのチャネルも送信

を行ってはならない。 

(f) 無線設備は、利用可能チャネル確認又は運用中チャネル監視によりレーダーの電波が検

出された場合には、当該電波が検出されたチャネルにおいて、検出してから 30 分の

間、送信を行ってはならない。 

(g) 無線設備は、運用中チャネル監視によりレーダーの電波が検出された場合には、当該

電波が検出されたチャネルにおいて、無線設備及び従属する子局の無線設備の送信を

10秒以内に停止しなければならない。なお、当該期間におけるすべての無線設備の送

信時間の合計は、260ms以下とする。 

ウ その他 

無線設備は、キャリアセンスを行った後、送信を開始するものであること。ただし、他の

無線設備から送受信を制御されている場合及び送信を行った無線設備がキャリアセンス後

4ms以内に送信を再開する場合は、キャリアセンスを省略することができる。 
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第9章 測定法 
 

測定法は、技適別表第 1号 1(3)に規定する総務省告示(注 1)による。 

 (注 1)本標準規格 3.1版改定時点(2005年 11月 30日)では、平成 16年 1月 26日総務省告  

示 第 88号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、その告示及び告示に記載の内

容が改定された場合は、最新版によるものとする。 
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広帯域移動アクセスシステム（HiSWANa）標準規格 

（ＲＣＲ  ＳＴＤ－７０） 

３．１版改定履歴 

（下線は改定部分を示す。） 
頁 番号 改定 現行 改定理由 
11 3.2 (3) 使用周波数 

ウ 5,150-5,350MHzの場合 

(ｱ) 平成 17年 5月 16日以降適用される使用周波
数 
使用する周波数は、5,180MHz、5,200MHz、
5,220MHz 、 5,240MHz 、 5,260MHz 、
5,280MHz、5,300MHz及び 5,320MHzとす
る。航空機内において使用する場合、
5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz 及び
5,240MHzに限る。 
但し、経過措置がある。（施行規則・附則（平
成 17年 5月 16日総務省第 92号）及び設備
規則・附則（平成 17 年 5 月 16 日総務省第
93号）） 
 

(ｲ) 平成 17年 5月 15日以前の電波法施行規則
に基づく使用周波数 
5,170MHz、5,190MHz、5,210MHz 及び
5,230MHz（屋内において使用するものに限
る）とする。 

(4) 使用環境条件 
3.2(3)ウに記載の周波数を使用するものの使用
環境条件は、屋内または航空機内とすること。
また、3.2(3)ア及びイに記載の周波数を使用する
ものの使用環境条件は、特に定めない。 

(3) 使用周波数 
ウ 5,150-5,250MHzの場合 

5,170MHz 、 5,190MHz 、
5,210MHz及び 5,230MHz。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(4) 使用環境条件 
3.2(3)ウに記載の周波数を使
用するものの使用環境条件
は、屋内とすること。また、
3.2(3)ア及びイに記載の周波
数を使用するものの使用環境
条件は、特に定めない。 

12a 3.3 (5) 等価等方輻射電力     (設備・第 49条) 

3.2(3)ウに記載の周波数を使用するものの
1MHzの帯域幅において次のとおりであること。 
ア 5,180MHz、 5,200MHz、 5,220MHz 又は

5,240MHzの周波数の電波を使用する場合、
10mW以下。 

イ 5,260MHz、 5,280MHz、 5,300MHz 又は
5,320MHzの周波数の電波を使用する場合 

(ｱ) 一の通信系における平均の空中線電力を 
3dB 以上低下させる TPC 機能を具備する
場合、10mW以下。 

(ｲ) (ｱ)以外の場合、5mW以下。 

 

(5) 等価等方輻射電力 

 (設備・第 49条) 

 3.2(3)ウに記載の周波数を使
用するものの 1MHz の帯域
幅における等価等方輻射電
力は、10mW 以下であるこ
と。 

平成 17 年５
月 16 日の設
備規則等改正
（使用周波数
の変更関係）
に伴う改定 
 

12a 3.3 (6) 伝送速度         (設備・第 49条) 
(告示・平成 17年第 1229号) 

(6) 伝送速度
 (告示・平成 14年第 539号) 

設備規則等改
正 
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13～13b 3.3 (8) スプリアス発射又は不要発射の強度の許容値 
 
 
ア 平成 17 年 12 月 1 日以降適用される不要発射

の強度の許容値 
（設備・別表第 3号 27） 
（設備・別表第 3号 32）  

(告示・平成 17年第 1229号) 
(ｱ) 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合 

周波数 １MHzの帯域幅
における等価等
方輻射電力 

ｆ＜4,870MHz 2.0μW以下 

4,870MHz ≦ f ＜
4,880MHz 及 び 
5,020MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz ＜ f ≦
5,342MHz 

0.2μW以下 

5,342MHz＜f 1.0μW以下 
 
(ｲ) 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合 

周波数 １MHzの帯域幅
における等価等
方輻射電力 

ｆ＜4,990MHz 2.0μW以下 
4,990MHz ≦ f ＜
5,000MHz 及 び 
5,120MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz ＜ f ≦
5,342MHz 

0.2μW以下 

5,342MHz＜f 1.0μW以下 
 

 
 
 

(ｳ) 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 
 変調時における給電線に供給される周波数ご
との許容値は、次のとおりとする。 

周波数帯 不要発射の強度
の許容値 

5,140MHz未満及び
5,360MHzを超える
もの 

任意の１MHzの
帯域幅における
平均電力が 2.5
μW以下 

 
ただし、経過措置がある。（設備規則（平成 17年 5
月 16日総務省令第 93号）附則、及び設備規則（平
成 17年 8月 9日総務省令第 119号）附則による。）

 

 

(8) スプリアス発射の強度 
     (設備・第 7条) 

(告示・平成 14年第 539号) 
ア 3.2(3)アに記載の周波数を
使用する場合、1MHz の帯
域幅における等価等方輻射
電力は、次のとおりとする
こと。 

a) f＜4,870MHz  
2.0μW以下 

b) 4,870MHz≦f＜4,880MHz 
及 び  5,020MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 
c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz 

0.2μW以下 
d) 5,342MHz＜f  

1.0μW以下 
 
 
 
イ 3.2(3)イに記載の周波数を

使用する場合、1MHzの帯
域幅における等価等方輻
射電力は、次のとおりとす
ること。 

a) f＜4,990MHz  
2.0μW以下 

b) 4,990MHz≦f＜5,000MHz 
及 び  5,120MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 
c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz 

0.2μW以下 
d) 5,342MHz＜f  

1.0μW以下 

 
ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を

使用する場合、給電線に供
給される周波数ごとのス
プリアス発射の平均電力
は、次のとおりとするこ
と。 

a) 5,270MHz＜f≦
5,342MHz 

2μW以下 
b) 5,130MHz＞f 及び 

5,342MHz＜f 
2.5μW以下 

 
 

設備規則等
改正 (スプリ
アス関係 )に
伴う改定 
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  イ 平成 17 年 5 月 16 日以降平成 17 年 11 月 30
日以前の無線設備規則に基づくスプリアスの
許容値 

(ｱ) 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合 
  (告示・平成 14年第 539号) 

周波数 １MHzの帯域幅
における等価等
方輻射電力 

ｆ＜4,870MHz 2.0μW以下 

4,870MHz ≦ f ＜
4,880MHz 及 び 
5,020MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz ＜ f ≦
5,342MHz 

0.2μW以下 

5,342MHz＜f 1.0μW以下 
(ｲ) 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合 

  (告示・平成 14年第 539号) 
周波数 １MHzの帯域幅

における等価等
方輻射電力 

ｆ＜4,990MHz 2.0μW以下 
4,990MHz ≦ f ＜
5,000MHz 及 び 
5,120MHz ＜ f ≦
5,270MHz 

2.5μW以下 

5,270MHz ＜ f ≦
5,342MHz 

0.2μW以下 

5,342MHz＜f 1.0μW以下 
 
(ｳ)3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 
 給電線に供給される周波数ごとのスプリアス発
射の強度の許容値は、1MHzの帯域幅における平
均電力が、5,140MHz 未満又は 5,360MHz を超
える周波数帯において、2.5μW以下であること。 

 
ただし、経過措置がある。（設備規則（平成 17
年 5月 16日総務省令第 93号）附則による。） 

 
ウ 平成 17 年 5 月 15 日以前の設備規則に基づく

スプリアス発射の強度の許容値 
 

(8) スプリアス発射の強度 
(設備・第 7条)  

(告示・平成 14年第 539号)  
ア 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合、

1MHz の帯域幅における等価等方輻射電力
は、次のとおりとすること。 

a)  f＜4,870MHz       2.0μW以下 
b) 4,870MHz ≦ f ＜ 4,880MHz 及 び 

5,020MHz＜f≦5,270MHz 
            2.5μW以下 

c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz  0.2μW以下 
d) 5,342MHz＜f            1.0μW以下 
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  イ 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合、
1MHz の帯域幅における等価等方輻射電力
は、次のとおりとすること。 
a) f ＜4,990MH       2.0μW以下 
b) 4,990MHz≦f＜5,000MHz 及び 

5,120MHz＜f≦5,270MHz 
2.5μW以下 

c) 5,270MHz＜f≦5,342MHz 
0.2μW以下 

d) 5,342MHz＜f 1.0μW以下 
ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合、給

電線に供給される周波数ごとのスプリアス
発射の平均電力は、次のとおりとすること。 

a) 5,270MHz＜f≦5,342MHz 
               0.2μW以下 

b) 5,130MHz＞f 及び 5,342MHz＜f 
2.5μW以下 

 
(ARIB STD-T70 3.0版) 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

14～14a 3.3 (10)帯域外輻射電力    （設備・第 49条の 20） 
（省令・第 93号附則） 

               （省令・第 84号） 
等価等方輻射電力は、次のとおりとすること。 

 
ア 3.2(3)アに記載の周波数を使用する場合 

(略) 

イ 3.2(3)イに記載の周波数を使用する場合 
a) 5,000MHz≦f＜5,020MHz           

30.0μW/MHZ以下 
b) 5,020MHz≦f＜5,030MHz           

1mW/MHZ以下 
b) 5,091MHz＜f≦5,100MHz          

               0.5mW/MHZ以下 
c) 5,100MHz＜f≦5,120MHz          

15.0μW/MHZ以下 
e) 4,960MHz ± 10MHz 及 び  4,980MHz ±

10MHz        2.0μW以下あるいは 
0.2μW以下 

   ただし、3.3(2)ア-b)に記載の空中線電力を使
用する場合 0.2μW以下 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

(10) 帯域外輻射電力 
(設備・第 49条) 

 
等価等方輻射電力は、次のと
おりとすること。 

ア 3.2(3)アに記載の周波数を
使用する場合 

(略) 
 

イ 3.2(3)イに記載の周波数を
使用する場合 

a) 5,000MHz≦f＜5,020MHz  
及び 5,100MHz＜f≦
5,120MHz 

15.0μW/MHz
以下 

b) 5,020MHz≦f＜5,030MHz 
及び 5,091MHz＜f≦
5,100MHz 

0.5mW/MHz以下 
c) 4,960MHz±10MHz  
及び 4,980MHz±10MHz 

2.0μW以下 
あるいは 
0.2μW以下 

ただし、3.3(2)ア-b)に記載の空
中線電力を使用する場合 
0.2μW以下 

平成 17 年５
月の設備規則
等改正（使用
周波数の変更
関係）に伴う
改定 
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  ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 
ａ) 5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz 又は

5,240MHzの周波数の電波を使用する場合 
① 5,140MHz以上 5,142MHz以下          

2.5μW/MHZ以下 
② 5,142MHzを超え 5,150MHz以下      

15μW/MHZ以下 
③ 5,250MHz以上 5,251MHz未満         

101-(f-9)mW/MHZ以下 
④ 5,251MHz以上 5,260MHz未満         

10-1-(8/90)(f-11) mW/MHZ以下 
⑤ 5,260MHz以上 5,266.7MHz未満        

10-1.8-(6/50)(f-20) mW/MHZ以下 
⑥ 5,266.7MHz以上 5,360MHz以下        

2.5μW/MHZ以下 
ｆは 5,240MHz からの差の周波数の絶対値で
単位はMHzとする。 

b) 5,260MHz、 5,280MHz、 5,300MHz 又は
5,320MHzの周波数の電波を使用する場合 
① 5,140MHz以上 5,233.3MHz以下          

2.5μW/MHZ以下 
② 5,233.3MHz 以 上 5,240MHz 未 満   

10-1.8-(6/50)(f-20) mW/MHZ以下 
③ 5,240MHz 以 上 5,249MHz 未 満  

10-1-(8/90)(f-11)mW/MHZ以下 
④ 5,249MHz 以 上 5,250MHz 未 満  

101-（f-9） mW/MHZ以下 
⑤ 5,350MHz 以 上 5,360MHz 以 下  

2.5μW/MHZ以下 
ｆは 5,260MHz からの差の周波数の絶対値で
単位はMHzとする。 
 
c) 平成 17 年 5 月 16 日から平成 20 年 5 月 31
日までにされた求めにより技術基準適合証明
を受けた特定無線設備又は、認証を受けた工
事設計に基づく特定無線設備であって、
5,180MHz、5,200MHz、5,220MHz若しくは
5,240MHz の周波数の電波を使用するもの又
は、航空機内において 5,180MHz、5,200MHz、
5,220MHz 若しくは 5,240MHz の周波数の電
波を使用する小電力データ通信システムの無
線局の無線設備で、5,170ＭＨz、5,190MHz、
5,210MHz 又は 5,230MHz の周波数の電波を
使用する場合 
①5,130MHz以上 5,142MHz以下 

          2.5μW/MHZ以下  
② 5,142MHz を 超 え 5,150MHz 以 下   

15μW/MHZ以下 
③ 5,250MHz 以 上 5,256.7MHz 未 満  

10-1.8-(6/50)(f-20)mW/MHZ以下 
④ 5,256.7MHz 以 上 5,270MHz 以 下   

2.5μW/MHZ以下 
ｆは 5,230MHz からの差の周波数の絶対値
で単位はMHzとする。 

ウ 3.2(3)ウに記載の周波数を
使用する場合 
a) 5,130MHz≦f≦

5,142MHz 
2.5μW/MHz以下 

b) 5,142MHz＜f≦
5,150MHz 及び 
5,250MHz≦f＜5,258MHz 

15.0μW/MHz以下 
c) 5,258MHz≦f≦

5,270MHz 
0.2μW/MHz以下 
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16 3.7 (1) 3.3(2)ア-a)に記載の空中線電力を使用する場
合            (設備・第 49条) 

 

ア 空中線の利得 

絶対利得は 13dB であること。ただし、等価等方
輻射電力が絶対利得 13dB の送信空中線に
250mW の空中線電力を加えたときの値以下とな
るときは、その低下分を送信空中線電力の利得で
補うことができる。 

(1) 3.3(2)ア-a)に記載の空中
線電力を使用する場合 

(設備・第 49条) 

ア 空中線の利得 

絶対利得は 10dBであること。
ただし、等価等方輻射電力が絶
対利得 10dB の送信空中線に
250mWの空中線電力を加えた
ときの値以下となるときは、そ
の低下分を送信空中線電力の
利得で補うことができる。 

平成 17 年５
月 13 日の設
備規則等改正
（使用周波数
の変更関係）
に伴う改定 

18～18b 3.8 (2) キャリアセンス 

(告示・平成 17年第 580号) 

 (告示・平成 14年第 539号) 

イ 3.2(3)ウに記載の周波数を使用する場合 

( ｱ ) 5,180MHz 、 5,200MHz 、 5,220MHz 、
5,240MHz 、 5,260MHz 、 5,280MHz 、
5,300MHz若しくは 5,320MHzを使用する
場合、又は航空機内において 5,180MHz、
5,200MHz、5,220MHz若しくは5,240MHz
を使用する場合 

A キャリアセンスは、通信の相手方以外の無線局
の無線設備から発射された電波を受信し、受信
空中線の最大利得方向における電界強度が
100mV/m を超える場合に当該無線局の無線設
備が発射する周波数の電波と同一の周波数の電
波の発射を行わないものであること。 

Ｂ 無線設備は、キャリアセンスを行った後、送信
を開始するものであること。ただし、他の無線
設備から送受信を制御されている場合及び送
信を行った無線設備がキャリアセンス後 4ms
以内に送信を再開する場合は、キャリアセンス
を省略することができる。 

(ｲ ) 5,260ＭＨz、5,280MHz、5,300MHz 又は
5,320MHzの周波数の電波を使用するものの無
線設備は、次に掲げる条件に適合すること。  

Ａ 親局（他の無線局から制御を受けることなく
送信を行い、通信系が使用するチャネルを設定す
ものであって、当該通信系内の他の無線局を制御
する無線局をいう。以下同じ。）に制御される無線
局（以下「子局」という。）の無線設備は、親局か
らの制御によって自動的に送信する周波数を選択
し、送信を行い、送信を停止する機能を備えるこ
と。 

(2) キャリアセンス 

(告示・平成 12年第 157号) 

(告示・平成 14年第 539号) 

 イ 3.2(3)ウに記載の周波数を
使用する場合 

キャリアセンスは、通信の相
手方以外の無線局の無線設
備から発射された電波を受
信し、受信空中線の最大利得
方向における電界強度が
100mV/m を超える場合に当
該無線局の無線設備が発射
する周波数の電波と同一の
周波数の電波の発射を行わ
ないものであること。 

平成 17 年５
月 16 日の設
備規則等改
正（使用周波
数の変更関
係）に伴う改
定 
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  Ｂ 親局の無線設備は、次のとおりとする。 

a) 無線設備は、送信しようとしているチャネル
の占有周波数帯幅内におけるレーダ 

―が送信する電波の有無について 60 秒間の
確認（以下「利用可能チャネル確認」という。）
を行い、確実に当該電波を検出すること。 

b）送信パケットの大きさが変動するＩＰパケ
ット伝送に基づく送信を行なっている限りに
おいて、無線設備は、次に定める通信の間、
送信しているチャネルの占有周波数帯幅内に
おけるレーダーが送信する電波の有無につい
て、連続的に確認(以下「運用中チャネル監視」
という。)を行い、当該電波を 60％以上の確
率で検出すること。 

c) 親局から子局に対して、誤り訂正及び制御信
号を含めない信号伝送速度で、無線設備の最
大信号伝送速度の 50％の伝送を行うこと。 

d) a)及び b)に掲げるレーダーが送信する電波
は、次に掲げる条件のとおりであること。 

(ⅰ) パルス幅、繰り返し周波数及び連続する
パルスの数の組合せは、次の表のとおり
であること。 

パルス
幅(μ
sec) 

繰返し
周波数

(㎐) 

連続する
パルスの
数 

1.0 700 18 
2.5 260 18 

(ⅱ) 電力は、絶対利得 0dB の空中線で受信
する１μs 当たりの平均電力において、
次に掲げる条件のとおりであること。 

・無線設備の最大等価等方輻射電力が
0.2W未満の場合、-62dBm以上 

・無線設備の最大等価等方輻射電力が
0.2W以上の場合、-64dBm以上 

e) 無線設備は、運用を開始していない場合又は
連続的に運用中チャネル監視を行っていない
場合には、利用可能チャネル確認を完了する
ことなく、いずれのチャネルも送信を行って
はならない。 

f) 無線設備は、利用可能チャネル確認又は運用
中チャネル監視によりレーダーの電波が検出
された場合には、当該電波が検出されたチャ
ネルにおいて、検出してから 30 分の間、送
信を行ってはならない。 
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  g) 無線設備は、運用中チャネル監視によりレー
ダーの電波が検出された場合には、当該電波
が検出されたチャネルにおいて、無線設備及
び従属する子局の無線設備の送信を 10 秒以
内に停止しなければならない。なお、当該期
間におけるすべての無線設備の送信時間の合
計は、260ms以下とする。 

 

 

317 第 9章 第 9章 測定法 
測定法は、証明規則別表第 1号 1(3)に規定する総
務省告示(注 1)による。 
 (注 1)本標準規格 3.1 版改定時点(2005 年 11 月
30 日)では、平成 16 年 1 月 26 日総務省告示 第
88号「特性試験の試験方法」を指すが、その後、
その告示及び告示に記載の内容が改定された場合
は、最新版によるものとする。 

第9章 測定法 
9.1 一般事項 
測定法は、｢技術基準適合証
明 無線設備の特性試験方法｣ 
(財団法人テレコムエンジニア
リングセンター制定) に従う
こと。ただし、これに定める以
外の項目については、一般に行
われている方法に従うこと。 
9.2 特定無線設備に係る試験
項目 
参考までに、小電力データ通
信システム  (HiSWANa) の
MTおよび APに係る試験項目
は、次に掲げるとおりである。 
(1) 送信装置 

- 周波数 
- 占有周波数帯幅 
- スプリアス発射の強度 
- 空中線電力 
- 隣接チャネル漏洩電力
又は帯域外漏洩電力 

(2) 受信装置 
- 副次的に発する電波等の
限度 

設備規則等改
正（スプリア
ス関係）に伴
う改定 
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本書の記述方法について 

◆ 第 1章および第 4章から第 8章までは、規定と規格を記述している。 
◆ 第 2章は、本書の理解を助けるためにシステムの概要を記述している。 
◆ 第 3章は、無線伝送区間における設備の技術的条件について、関連法令を満足するための規定を
記述している。 

◆ 第 9章は、規定と規格に対応する測定法を記述している。 
◆ 第 10章は、本書の理解を助けるための基本的な用語および略語を解説している。 
 括弧内の法令略語は、次による。 
 法: 電波法 
 省令: 本書では総務省令 
 告示: 本書では総務省告示 
 施行: 電波法施行規則 
 設備: 無線設備規則 
 技適: 特定無線設備の技術基準適合証明に関する規則 
 端末: 端末設備等規則 
 端末技適: 端末機器の技術基準適合認定に関する規則 
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ま え が き  

社団法人電波産業会は、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者等の参加を得て、各種の電

波利用システムに関する無線設備の標準的な仕様等の基本的な技術条件を「標準規格」として策定

している。 

標準規格は、周波数の有効利用及び他の利用者との混信の回避を図る目的から定められる国の技

術基準と、併せて無線設備の適正品質、互換性の確保等、無線機器製造者、電気通信事業者及び利

用者等の利便を図る目的から策定される民間の任意基準をとりまとめて策定される民間の規格であ

る。 

本標準規格は、「広帯域移動アクセスシステム  (HiSWANa: High Speed Wireless Access 
Network type a) の無線区間インタフェース」について策定されたもので、策定段階における公正
性及び透明性を確保するため、内外無差別に広く無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者等の

利害関係者の参加を得た当会の規格会議の総意により策定されたものである。 

本標準規格で規定されている範囲は、通信を行うために必要な最小限の規格を定めたものである

が、本標準規格の実際の利用にあたっては、「広帯域移動アクセスシステム (HiSWANa)」を構築す
る無線機器製造者及び電気通信事業者等が、本標準規格を逸脱することなく独自に定めることが可

能な規定及び規格値等を併せて利用することが必要である。 

本標準規格が、無線機器製造者、電気通信事業者及び利用者等に積極的に活用されることを希望

する。 

 

注意： 

本標準規格には、本標準規格に係る必須の工業所有権に関して特別の記述は行われていないが、

当該必須の工業所有権の権利所有者は、「本標準規格に係る工業所有権である別表に掲げる権利は、

別表に掲げる者の保有するところであるが、本標準規格を使用する者に対し、適切な条件の下に、

非排他的かつ無差別に当該別表に掲げる権利の実施を許諾する。ただし、本標準規格を使用する者

が、本標準規格で規定する内容の全部又は一部が対象となる必須の工業所有権を所有し、かつ、そ

の権利を主張した場合、その者についてはこの限りでない。」旨表明している。 
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 別表  

                                                                   (第 2号選択) 

特許出願人 発明の名称 出願番号等 備考 

日本電信電話(株) 基地局間同期方法および無線通信
装置 

特願平 11-225496  

無線通信システム 特願平 10-1897  

基地局装置、端末局装置、通信シ
ステムおよび通信制御方法 

特願平 11-125270  

無線基地局、及び、無線通信制御
方式 

特願平 11-149291  

無線基地局装置、無線端末装置及
び情報通信方法 

特願平 11-229853  

(株)東芝 

OFDM 伝送方法、OFDM 送信装
置及び OFDM受信装置 

特願平 6-87885  

セイコーエプソン
(株) 

ARIB STD-T70 2.0版について包括確認書を提出  

モトローラ(株) ARIB STD-T70 3.0版について包括確認書を提出*1  

*1: ARIB STD-T70 3.0版の改定部分に対して有効 
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